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成人先天性心疾患の心臓手術と内科の役割 
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Summary 
先天性⼼疾患の多くは、成⼈後に後期合併症（⼼不全、不整脈など）を伴い加療を必要とするこ
とが少なくない。このため、⼩児期の修復⼿術の有無に関わらず、⽣涯を通じた経過観察と加療
（⼿術を含む）を必要とする。内科医は、⼩児科から移⾏過程をへて引き継ぐが、基本的に⼩児
期から、術前術後も含めて、内科（⼩児科）医が継続的に定期観察を⾏う。後期合併症は、疾患
ごとに異なっており、それぞれの疾患の成⼈期の問題点や後期合併症、そして成⼈期の⼿術適応
に関して、⼗分に理解しておくことが⼤切である。その内容に基づいて、経過観察中に予防治療
を⾏うが、成⼈後は加齢に伴い⽣じる全⾝合併症を伴うようになり、その予防、早期診断、治療
を⾏う事も必要である。術前の後期合併症や全⾝合併症の診断評価は重要で、⼼カテ、画像評価
を⼗分に⾏うことも⼤切である。これらの評価は、外科、⿇酔科、看護師などとの heart team で
⾏うことが望ましい。術前に不整脈アブレーションや全⾝合併症の加療を⾏う場合もある。⾃⽴
がはかれていない患者が多く、⼿術の必要性など内科医から、本⼈だけでなく、両親にも伝える
と良い場合が少なくない。術直後は多くの場合、外科医と集中治療医が担当することが多いが、
術後の外来は、内科医が担当して、薬剤の調製や病態の変化の把握などを⾏いながら、術式に固
有の続発症、遺残症に注⽬しつつ、その後の⻑期の経過観察を⾏う。 
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